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ＤＳＭのまとめ 

EU は 2010 年 3 月 3 日に 2020 年までの成長戦略 Europe2020 を発表した。 

同戦略では、1）スマートな成長 smart、2）持続可能な成長 sustainable 、3）包括的成

長 inclusive の優先項目を掲げ、ＥＵと各国レベルに具体的な実施を求めている。 

さらに、この戦略を実現する5つの目標として雇用、研究開発、温暖化、教育、貧困に

具体的な達成数値を設定した。その最優先の Smart growth でトップが Digital agenda 

for Europe である。 

2010 年 5 月に公表された中長期的な情報通信戦略 Digital agenda for Europe では、

七つの優先課題の一番目にデジタル単一市場の創設を掲げている。 

デジタル単一市場の創設は、EUの情報通信分野が直面する課題を解消し、デジタル

経済の活性化、ひいてはグローバル市場における競争力の強化を図っていくための

重要な政策と位置付けられる。そのまたさらにトップがDigital Single Marketの構築（Ｄ

ＳＭ）である（詳細はＯＧ-34 参照）。 

ＤＳＭの行動計画の作成に当たって、当時の欧州のデジタル市場の認識は図 1 のよ

うになっていた。つまり、インターネットにアクセスしている市民は 60％で、しかも間も

なく、90％の仕事がデジタル技術を要求されるようになる。一方、消費者はオンライン

ショッピングで 110 億ユーロ（約 1.4 兆円）節約でき、中小企業はオンライン取引で

9000 ユーロ（約 126 万円）の節約が出来きるようになる。 

しかし、国境を越えた取引は現在 52％がブロックされている。そして、欧州委員会に

よるＥコマース・パッケージの公表によると、2014 年の時点で、ＥＵ域内のオンライン

ネットワークは、通信環境面でも制度面でも今なお 断片化しており、欧州委員会によ

れば、欧州消費者センターネットワーク（European Consumer Centres Network）に寄

せられる苦情の 74%が、国境を越えたオンラインショ ッピングの価格やサービスに関

するものであった。解決には 2016 年完了の DSM戦略（2015）を必要としていた。 

 
図 1 DSM の必要性 

1. 計画（Ｐ） 
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DSM 戦略（2015）は以下の項目について、2016 年完了の計画を作成した。。 

第１の柱：EU全域での商品やサービスへのオンラインアクセスの向上 

1. 加盟国間を横断する電子商取引を簡便化するためのルール作り（2015 年） 

2. ネットショッピングにおける消費者保護を含めた規約の強化 （2016 年） 

3. より効率的で低コストな宅配サービスの整備 （2016 年） 

4. ユーザーの位置情報に基づく不正アクセス拒否（ジオブロッキング）の撲滅（2015

年） 

5. 欧州のデジタル市場における不当競争の実態の特定（2015 年） 

6. 現状に則しより統一された著作権枠組みの整備（2015 年） 

7. 「衛星およびケーブルに関する指令」の見直し（2015～2016 年） 

8. 加盟国ごとに異なる VAT税制に対応するための税務負担の軽減（2016 年） 

 

第 2 の柱：高度なデジタルネットワークやサービスのための環境づくり 

9. 通信周波数の効率的な運用やEU全体での基準作りを盛り込んだEU通信規則の

抜本的見直し（2016 年） 

10. 視聴覚メディアの配信に関する規定の見直し（2016 年） 

11. 検索エンジンやソーシャルメディア、アプリケーションストアなどオンラインプラット

フォームに関わる総合的な調査（2015 年） 

12. デジタルサービスにおける個人情報保護に関するルールの構築（2016 年） 

13. サイバーセキュリティー産業との協力体制の構築（2016 年） 

 

第 3 の柱：デジタル経済・社会の潜在力の最大化 

14. EU 域内での自由なデータ移動を可能とする欧州クラウドイニシアチブの立ち上げ 

(2016 年) 

15. DSM の主要エリアにおける標準化と相互運用に向けた取り組み (2015 年) 

16.適切なデジタル技術取得の支援とそれに伴う雇用機会の創出。加盟国当局がビ

ジネスに関する登録情報を共有できる電子政府（e-government）に関する行動計

画 (2016 年) 

 

2. 実施（Ｄ） 

Europe's Digital Progress Report 2017 によると、進行状況（2016 年のデータ）は

Connectivity、Human Capital、Use of Internet、Integration of Digital Technology、

Digital Public Services、Ｒ＆Ｄの 5 つの分野についてデジタル経済・社会指標（ＤＥＳＩ）

報告している。 

デジタル経済・社会の指標の最も高いのはデンマーク（ＤＫ）、フィンランド（ＦＩ）、スエ

ーデン（ＳＥ）、オランダ（ＮＬ）で、それにルクセンブルグ（ＬＵ）、ベルギー（ＢＥ）、英国
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https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/modernisation-eu-copyright-rules
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/satellite-and-cable-directive
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https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/environment-digital-single-market
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/telecoms-rules
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/news/proposal-updated-audiovisual-media-services-directive
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/online-platforms-digital-single-market
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/online-platforms-digital-single-market
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/online-privacy
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/news/cybersecurity-public-private-partnership-infographic
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/economy-society-digital-single-market
http://ec.europa.eu/smart-regulation/roadmaps/docs/2016_cnect_001_free_flow_data_en.pdf
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/%20european-cloud-initiative
http://ec.europa.eu/growth/industry/digital-transformation/ict-standardisation_en
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/european-egovernment-action-plan-2016-2020
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/european-egovernment-action-plan-2016-2020
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/news/europes-digital-progress-report-2017
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/access-connectivity
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/human-capital
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/use-internet
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/integration-digital-technology
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/digital-public-services-scoreboard
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/research-development-0
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/desi
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/desi
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（ＵＫ）、アイルランド（ＩＥ）が続いている。 

最も低いのはルーマニア（ＲＯ）、ブルガリア（ＢＧ）、ギリシア（ＥＬ）、イタリー（ＩＴ）であ

った。 

ＤＳＭが目標としているデジタル経済・社会の包括的進行状況を示すのが、ＤＳＭの

基盤となる Connectivity である。 

 

1） Connectivity  

各国の 2016 年の Connectivity を図 2 に示す。 

 
      図 2 各国の Connectivity  

 

Connectivity のトップはオランダ（ＮＬ）でルウセンブルグ（ＬＵ）、ベルギー（ＢＥ）で、最

もひくいのがコスタリカ（ＣＲ）、ブルガリア（ＢＧ）、ポーランド（ＰＬ）となっている。 

評価項目は固定ブロードバンド、携帯ブロードバンド、回線速度、価格で行っている。

固定ブロードバンドは.ルクセンブルグ（ＬＵ）、オランダ（ＮＬ）、英国（ＵＫ）が強く、ポー

ランド（ＰＬ）、ルーマニア（ＲＯ）、スロバキア（ＳＫ）、ラトビア（ＬＶ）が弱い。 

次世代アクセス（Next Generation Access、NGA）はベルギー（ＢＥ）、ルーマニア（Ｒ

Ｏ）、オランダ（ＮＬ）、ポルトガル（ＰＴ）が進んでいる。 

携帯ブロードバンドは北欧（フィンランド、スウェーデン、デンマーク）がリードし、エスト

ニア（ＥＥ）、ポーランドが続いている。ブルガリア（ＢＧ）、マルタ（ＭＴ）、コスタリカ（ＣＲ）

が最も低い。 

 

2）Human Capital 

Human Capitalは基本情報技術・利用と高度情報技術・技術開発の項目で整理してい

る。フィンランド（ＦＩ）、英国（ＵＫ）、スウェーデン（ＳＥ）が両項目でトップである。ルーマ

ニア（ＲＯ）、ブルガリア（ＢＧ）、ギリシア（ＥＬ）、サイプラス（ＣＹ）が最も低い。 

 

 

https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/access-connectivity
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/access-connectivity
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/access-connectivity
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/access-connectivity
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/access-connectivity
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/human-capital
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/human-capital
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3） Use of Internet 

市民のインターネット利用はデンマーク（ＤＫ）、スウェーデン（ＳＷ）、ルクセンブルグ

（ＬＵ）がトップで、ルーマニア（ＲＯ）が最も低かった。 

 

4）Integration of Digital Technology 

Integration of Digital Technology はビジネスのデジタル化と電子商取引で整

理した。デジタル化は電子情報共有、ＲＦＩＤ、ソーシアルメデア、電子請求、

クラウド利用の5項目で、電子商取引はＳＭＥのオンライン販売、電子商取引の売り

上げ、ＳＭＥの国境を越えた商取引の 3項目で評価した。 

チェコ（ＣＺ）、アイルランド（ＩＥ）は電子商取引が盛んで、フルがリア（ＢＧ），イタリア（Ｉ

Ｔ），ルクセンブルグ（ＬＵ）はビジネスのデジタル化が盛んである。 

 

5）Digital Public Services 

Digital Public Services は電子政府利用者、電子申請方式、オンラインサービス、オー

プンデータの 4項目で評価した。 

 

6）Ｒ＆Ｄ 

Ｒ＆ＤはＩＣＴの開発は一般商品の電子化、通信機器、サービスのオンライン化、テレ

コムの 5項目について評価した。サービスのオンライン化のみがＩＣＴの付加価値を上

げた。 

 

4.評価（Ｃ） 

デジタル単一市場（Digital Single Market=DSM）戦略： 

電子商取引（e コマース）簡便化に関する統一ルールなどによって、消費者と企業が

欧州全域でデジタル関連商品やオンラインサービスに安心してかつ効率的にアクセ

スできるようにするとともに、個人情報保護やサイバーセキュリティならびにオンライ

ンプラットフォームなどに関し、適切なネットワーク環境の整備を図る。 

また、DSM 内主要分野の標準化と相互運用性さらには電子政府に関する新たな取り

組みを進め、デジタル経済の可能性を最大限に引き出していく。欧州委員会は 2015

年から 2016 年までに、35 の法制に関する立案と施策を作成した。現在欧州議会と欧

州理事会との合意を得る努力をしている。この施策を実現するにはＥＵのテレコム規

則の改定が不可欠である。 

ＤＳＭはさらに、e-commerce 強化、 copyright の改定、 audiovisual,と ePrivacy の規

則作成, デジタル化権の調整、 affordable parcel delivery の保証、VAT rules の調整

の施策の作成を急いでいる。詳しくはここ。しかし、これに対し別の意見がある。ＤＳＭ

は経済成長と雇用拡大を刺激すると言っているが、各参加国は雇用不安とテロの恐

https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/use-internet
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/integration-digital-technology
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/integration-digital-technology
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/digital-public-services-scoreboard
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/digital-public-services-scoreboard
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/research-development-0
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/research-development-0
http://ejje.weblio.jp/content/%E6%B3%95%E5%88%B6
http://ejje.weblio.jp/content/%E6%B3%95%E5%88%B6
http://ejje.weblio.jp/content/%E7%AB%8B%E6%A1%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%A7%E5%B7%9E%E8%AD%B0%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%A7%E5%B7%9E%E7%90%86%E4%BA%8B%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%A7%E5%B7%9E%E7%90%86%E4%BA%8B%E4%BC%9A
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/boosting-e-commerce-eu
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/modernisation-eu-copyright-rules
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/revision-audiovisual-media-services-directive-avmsd
https://ec.europa.eu/digital-single-market/en/news/eprivacy-directive
http://ec.europa.eu/growth/sectors/postal-services
http://europa.eu/rapid/press-release_IP-16-1022_en.htm
https://ec.europa.eu/digital-single-market/digital-single-market
https://www.weforum.org/agenda/2015/03/how-does-europes-single-market-work/
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怖を恐れ、それに対する情報は不足している 

。ＤＳＭはＥＵからみたマクロレベルの計画は持っているが、各参加国別のミクロレベ

ルの計画は各国に任せている。各国の選挙運動に見られるようにＥＵに対する疑問

が広がっている。ＥＵが崩壊しては、ＤＳＭは成り立たない。ＤＳＭを成功させるには、

従来の計画を見直して、画期的な計画の作成が不可欠である。ＤＳＭは計画を実施

するのではなく、各参加国の国内・国外の壁を破る努力を支援すべきである。 

5.行動計画（Ａ） 

図 4 に 2017 年の実施計画を示す。 

 

図 4 ＤＳＭ2017 年実施計画 

 

2017 年度は公正で、オープンで、安全な環境を確立するために、次の 3 点に重点を

置く： 

1. 欧州のデータ経済を最先端まで開発する。 

2. 欧州の情報資源をサイバー攻撃から守る。 

3. 公正なインターネット・エコシステムの責任あるプラットフォームを推進する。 

 

2018 年から施策の実行が始まる。これらの施策はＥＵレベルではなく、各国が自国で

施策を作成し、各国の状況に応じて、ミクロレベルで実施することになる。それにはＥ

Ｕの統合が不可欠である。しかし、フランスの大統領選挙に見られるように、ＥＵは分

裂の危機に直面している。独立国家が予算を持ち、多数決で施策を決め、議会と行

政組織を持ち、しかも、共通の通貨を持つ國際機関が、その維持にＤＳＭを実現しよ

うとしている。成功すれば、世界のデジタル経済、デジタル社会の先進的なモデルと

なる。 

東アジアで言えばＡＳＥＡＮ+ＣＥＰＥＡ+ＡＰＥＣ+TPP＝Asia Unit の機能を持っている。

ＤＳＭが支援する各国が指数関数的に進化するデジタル技術でグーグルのような人

口の 0.01％の超エリートグループに富の 90％が集中し、極端な格差を産む社会にど

のように対応するか、次は、その中核となるデジタル政府について検討してみたい。 

 

https://ec.europa.eu/digital-single-market/digital-single-market
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B3%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%A0_(%E3%83%90%E3%82%BA%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E5%8D%97%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2%E8%AB%B8%E5%9B%BD%E9%80%A3%E5%90%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2EPA
https://www.google.co.jp/?gws_rd=ssl#q=%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2%E5%A4%AA%E5%B9%B3%E6%B4%8B%E7%B5%8C%E6%B8%88%E5%8D%94%E5%8A%9B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%92%B0%E5%A4%AA%E5%B9%B3%E6%B4%8B%E6%88%A6%E7%95%A5%E7%9A%84%E7%B5%8C%E6%B8%88%E9%80%A3%E6%90%BA%E5%8D%94%E5%AE%9A

